
525 816,559 839,756 889,217 977,620

財
源
内
訳

特
定
財
源

国庫支出金 0 0 0 0 0 0 0

県支出金 131,052 167,287 166,571 185,391 174,111 176,639 201,906

地方債 0 0 0

令

0 0 0 0

その他 13,

和

902 8,825 15

0

,200 10,375

6

12,370 8,23

年

2 14,075

一般財

度

源 565,742 52

日

8,261 514,7

進

54 620,793 6

市

53,275 704,

事

346 761,639

務

人
件
費

業務量 0.00

事

人 0.00 人 0.65

業

人 0.00 人
正規職員

評

人件費 0.00 0.0

価

0 4,566.00 0

シ

.00

会計年度 業務量

ー

0.00 人 0.00 人

ト

0.00 人 0.00 人

大

任用職員 人件費 0.0

事

0 0.00 0.00 0

業

.00

総事業費（千円

名

） 704,373 81

コ

6,559 893,7

ー

83 0

1 010701

ド

00-0302

中事業名 計画区分

担当部等 担当課等

総
合
計
画

コード 名　　　　称

予
算
科
目

コード 名　　　　称

基本目標
会計

款

基本施策
項

主要施策
目

大

中

根拠法令・条例等

基本計画等

１　事業概要「PLAN（計画）」

事務事業の概要

対象

意図（目的）

手段

２　実施結果「DO（実施）」

事業費（千円）

財
源
内
訳

特
定
財
源

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

人
件
費

業務量 人 人 人 人
正規職員

人件費

会計年度 業務量 人 人 人 人

任用職員 人件費

総事業費（千円）

1 01070100-0302

令和06年度日進市事務事業評価シート

大事業名 福祉医療費支給事業 コード 01070100-0302

中事業名 子ども・ひとり親家庭等医療費支給事業 計画区分 ①③

担当部等 福祉部 担当課等 保険年金課

総
合
計
画

コード 名　　　　称

予
算
科
目

コード 名　　　　称

基本目標 01
健やかに暮らす 会計 1 一般会計

款 03
民生費

基本施策 07
社会保障

項 01
社会福祉費

主要施策 01
福祉医療制度の充実と周知

目 03
福祉医療費

大 03
福祉医療費支給事業

中 02
子ども・ひとり親家庭等医療費支

給事業

根拠法令・条例等 日進市子ども医療費支給条例　日進市ひとり親家庭等医療費支給条例

基本計画等 －

１　事業概要「PLAN（計画）」

子ども医療費の通院助成対象者として、これまでの出生から15歳到達日の属する年度末まで
の子どもとしていたものを、18歳到達日の属する年度末までの子ども等に拡充するもの。

事務事業の概要

対象 15歳到達日の属する年度末を越えた日から18歳到達日の属する年度末までの子ども等

子育て世帯に対する経済的負担軽減を図る。

意図（目的）

手段 受給者証交付者に対する現物給付及び償還給付による支給

２　実施結果「DO（実施）」

R4予算額 R4決算額 R5予算額 R5決算額 R6予算額 R6決算額 R7予算額
事業費（千円）

710,696 704,373 696,



成果 ○拡充 ●維持 ○縮小 ○休廃止

方向性 コスト投入 ○拡大 ●維持 ○縮小 ○皆減
今後 引き続き、適正受診及び後発医薬品の使用を促進す

令

るための啓発を行うと

和

ともに、関係課等
（１

0

～３年以内） と連携を

6

図り、該当者への適切

年

な支援に努める。
実施

度

可能な

改善内容

【アウ

日

トプット指標】
年間平

進

均受給者数 単位 人指標

市

名

R4年度 R5年度 R

事

6年度 R7年度
指標デ

務

ータ 目標 実績 目標 実績

事

目標 実績 目標
18,6

業

39.00 18,63

評

8.00 18,638

価

.00 18,594.

シ

00 18,594.0

ー

0 18,476.00

ト

18,476.00

【

実

アウトカム指標】
一人

施

当たりの年間支給（公

す

費負担）額 単位 円指標

る

名

R4年度 R5年度 R

具

6年度 R7年度
指標デ

体

ータ 目標 実績 目標 実績

的

目標 実績 目標
35,1

な

17.00 37,33

改

4.00 37,334

善

.00 43,242.

内

00 43,242.0

容

0 47,541.00

今

47,541.00

年

後

間支給医療費（公費負

（

担）総額／年間平均受

１

給者数
式

適切かつ迅速

～

な手続き及び制度等の

３

適正な周知を行うこと

年

で、早期に症状の改善

以

が図られれ
指標の狙い

内

ば医療費の抑制に繋が

）

ることから、一人当た

実

りの公費負担分（２割

施

又は３割負担分）を指

可

標
とする。

2 0107

能

0100-0302

な

改善内容

取り組んだこと

成果

課題

３　事業の分析「CHECK（評価）」

評価結果

評価の理由

４　今後の方向性「ACTION（改善）」

実施する具体的な

改善内容

今後の 成果

方向性 コスト投入

今後

（１～３年以内）

実施可能な

改善内容

【アウトプット指標】

単位指標名

指標データ 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

【アウトカム指標】

単位指標名

指標データ 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

式

指標の狙い

2 01070100-0302

令和06年度日進市事務事業評価シート
○令和 6年度に記載した具体的な改善内容

令和 6年度に

実施する具体的な

改善内容

今後

（１～３年以内）

実施可能な

改善内容

令和 6年度に
子ども医療費受給者の通院医療費について、令和６年４月受診分から、助成対象者を１８歳
到達日の属する年度末までの子どもに拡大した。

取り組んだこと

助成対象者の拡大により、高等学校等の修学費用が多額になることが見込まれる時期の子育

成果 て家庭の経済的負担軽減に寄与することができた。

対象年齢の引き上げを受けて医療費の増加は見込まれるが、限られた財源の中で受給者の医

課題 療に係る経済的な負担軽減に努めるとともに、今後も引き続き適正受診に関する周知を行い
、子育て世帯の経済的支援を行っていく。

３　事業の分析「CHECK（評価）」

評価結果 Ｂ 現状のまま継続 前年度評価結果

子ども医療費受給者の通院医療費助成対象拡大によって、本事業の受給者の健康の保持増進
及び経済的支援が図られた。今後も引き続き、適正受診に関する周知を行い、適切に経済的

評価の理由 支援を行っていく。

４　今後の方向性「ACTION（改善）」

令和 7年度に
引き続き、適正受診及び後発医薬品の使用を促進するための啓発を行うとともに、近隣市町
の動向にも注視していく。

実施する具体的な

改善内容

今後の


